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平成17年度採択課題一覧奉   

研究書霊名   研究課鷲名   研究書氏名（漢字）  tl名   断■穐闇名   

政策科学推進研究   少子化社会における妊■・出ilこかかわる政策撫育に朋すも研究   樽■ 書土子  支橿技術重 量轟  四立尿t医ホ科学続   

政策科学椎遭研究   介護予防対策の費用対勤暴lこ着目した繊済的評価に閲する研究   新聞 雀ニ   研究チームリーダー  
（●事研究■）   

政策科学推遭研究   慢性期入暁医療における包括的評価指標の開発   t構 ♯   救捜   国簾医欄爛闇大半医療Ⅶ祉学部   

政策科学椎遭研究   政繋評価における実績絆価のあり方に閲する研究一絆訪掃積の見直しと評価緒集の活用方法の機肘を中心に－   池田 健也   ■任■l車   ■應■塾大学医学部医療政策・t理学教主   

政策科学推進研究   中小親機事霊場のtオ支鮒こ蘭＃する政策・施策・サービスの連携に蘭する研究－t遡支橿システムの儀儀連月指して－  繍戸 典子   教授   東海大学儀■科学部   

政策科学椎遭研究   生活習≠とt鷹、医療消文に朋するミクロ計1分析   小橋 正立   断よ   法政大学大学院エイジング総合研究所   

政策科学推進研究   ホームレス書の医■ニーズと医■保障システムのあり方に朋する研究   九日l研ニ   教授・学部曇   大阪府立大学 人l叩社会学部   

政策科学推進研究   出生率回復の条件に附する人口学的研究   河野 ■稟   教授、印糠経済研究 科長  t澤大事大学院四職権済研究科   
政策科学推進研究   診療≠凱こおける医師技術評価に御する研究：内保遵一外保遵方式   茅野 眞男   外来鯵■部長  独立行政法人国立ホ院機れ東京医療センター柵  

環響科   

政策科学椎遭研究   男性の子どもの優鑓tと出よ・▼児に闇する研究   辻 明子   主任研究■   総合研究開業t■れ研究開発部   

政策科学推遭研究   ホ枕ボランティアの導入とコーディネートに関する書及モデルの開発とデモンストレーション   信友 浩一   敷津   九州大学大学恍医学研究暁眉欄システム羊♯圭   

政策科学推進研究   リスクt理アプローチを応用した安定的年金制度奴計に闇する研究   轟井 眞理子  教授   東泉大学先端科学技術研究センター   

政策科学推進研究   医■機朋書聖ごとの外来幹ホの実態杷輝と評価にⅦする研究   伏見 清素   二・■ ■⊥   ★京医科歯科大学大学恍医歯学総合研究科医■  情報システム攣   

政策科学椎遭研究   暮事・兼♯経年の実態と物臭分析に関する研究   松田 劇   会員   社団法人日本医集権曹コンサルタント協会   

政策科学推進研究   橿牧羊金甘付利度の勤tと慎糧にⅦする研究   書木 紀   教授   北藩遭大事大学院散書学研虞科   

政策科学推進研究   高齢が遺んだ大水市近郊地域等における書簡書の社会●加促進方策とその地犠社会に与える効果に闇する研究   橿村 尚更   教授   早稲田大学人間科学部   

政策科学推進研究   傭人レベルの公的年金の給付と負担専に間する情報を各人に攫供する仕組みに脚する研究   臼杵 政治   上席主任研餞■  ニッセイ基礎研究断 金れ研究部冊   

政策科学推進研究   書静転倒拝♯書における介護予防対策の兼用対劾膚に蘭する研究   岡本 違三   教綬   神素川■立保t樽祉大学保ヰ橿祉学部   

政策科学推進研究   我が国の所得・責よ櫓蒙の実1正分析と社会侵欄の給付と負担の在り方に関する研究   
社会保膚応用分析研  

金子 能宏  究部員   析研究部   

政策科学推進研究   医師供給政策の評価に関する研究   小林 ■敵   緻捜   丁京大事大半焼医学系研究科公衆衛生学分野   

政策科学推進研究   日本の社会保ヰ制膿における社会的包摂（ソーシャル・インクルージョン）劫よの研究   阿部 彩   ∬静間休部 事2主よ  国立社会保韓・人口仰且研究所画瞭湘係即   

政策科学椎遭研究   ■性の書児休暇取書を促遺する1体矧こ間するホ暮研究   岩男 事業子  特任教授   武義エ▲大学積憤情報学劇   

政策科学推進研究   t鷹効用償を用いた政策評価に朋する研究   上村 蝶元   繍師   杏林大学医学部衛生学公衆衛生学敬重   

政策科学推進研究   わが町の疾病■帝（di80鵬●burdon）書に墓づく保t臣よ研究分野のせ先吼色付けに闇する研究   億暮 牧憂   軌数理   北玉大隼医学部   

政策科学推進研究   若年著の耽集行動・鷺隷と少子高書社会の間違に関する実柾研究   佐義 博樹   教授   ★京大竿社会科学研究所  



政策科学推進研究   医療儀の供給体制の総合化・幼年化零にⅦする研究   ▲■撫治   lり所長   町立社会保II・人口間鯛研究所   

政策科学椎遭研究   厚生労t行政應薫の基盤となる疫学研究の適切な椎遭に朋する研究   玉書暁子   医長   国立よ霹距欄センター   

医療費分析による侵■医療の効率評価に蘭する実柾研究   辻 一郎   教授   東北大学大学枕医学系研究科社会医学凛座公衆  政策科学椎遭研究  衛生学分野   

政策科学椎遺研究   社会橿祉書∩甘孤青汁櫓化後におけるソーシャルワーク実機●例の収■・評価による実践方法の職掌化に閲する研究   手■ 隆久   敬摸   日本義士会事暮大学社会‡I牡牛部   

政策科学椎遺研究   診断群分兄を活用した医療サービスのコスト推計にⅦする研究   松田 書概   教授   重義医科大学医学部公衆衛生学教主   

政策科学椎遺研究   
rたばこ規制枠租彙軌を椚棲とした我が圃のたばこ政策の政賞辞せ一特に、規餉けンパクト分析及びプログラム絆価一に間する   土井t   
研究  

研究職tセンター■  Ⅷ立騒t医★科学恍 研究情tセンター   

政策科学推進研究   生活曹≠ホの暮虚化予防に係わる生活習慣痛指導のあり方及び辞優に聞する研究   坂t 弘之   研究部よ・主席研究  
■   経済研究機★   

政策科学推遭研究   税制と社会保障   金子 畿宏   社会鍵II応用分析研  
究部1   析研究部   

政策科学推進研究   自営♯書と公的年金制度   岩村 正さ   微積   千束大事大学快法学政治学研究科   

政策科学推鷹研究   将来人口推計の手法と¢走に間する総合的研究   金子 ヰー   人口動向研究部長  圃立社会保障・人口間■研究所企画部   

政策科学椎逢研究   少子化Ⅶま施策の効果と出生率の見通しに閲する研究   高橋 暮♯   人口動向研究部畏  国立社会焦庫・人口間媚研究所人口動向研究部   

政策科学推進研究   孤胃比駿／くネル仇董による少子社会の書面と政策的対瓜こ闇すも総合的研究   西岡 八飾   人口れ遣研究部よ  町立社会保障・人口間媚研究所人口れ造研究部   

地域のプライマリケア筐機能評価に間する実I正研究   橿原 機－   教授   京♯大学大学院医学研究科社会t鷹長牛系書攻  政策科学椎遭研究  医療疫学分野   

社会優鱒と私的保障く企義・■人）の役割分媚に附する栗紅研究   府川 哲夫   社会保障暮ヰ理■研  政策科学推進研究  究部長   ■研究部   

政実科学推遭研究   医薬品の価格設定に闇する訂際比較研究   白神 如   教授   日本大学藁学劇   

臣■における安全・未確保のための必雷責∬の研究イ品質傭価」と「持続可能性のための蘭飢の測定と分析   今中 姓－   
教授   京♯大学大学快医事研究科社会t■医学系書頑  政策科学椎遭研究  匿よ織藩学分野   

政策科学推進研究   少子轟か社会の社会権済的格差に闇する圃繚比較研究   白波瀬 佐和子  助教授   東泉大学大学院人文社会系研究科   

政策科学推進研究   人口漉少に対応した現職人口移動政策と社会保障政文の壬檎に闇する孤静比較研究   千年 よしみ  聞静間係群 書1圭畏  町立社会保膚・人口間♯研究所圃静間係部   

政策科学推進研究   市町村合併こ伴う住民鬱加哩の日♯生活声域の股立と魚t福祉サービスの提供体制のあり方に間する研究   平野 かよ子  部長   国立保t医療科学院公兼衛生■撞節   

政策科学椎遭研究   主な臣♯行▲に対するクリティ九ルパスの臨床評価指標及び織営t理指標を用いた評価方法の開発と医療櫨蘭経営に与える影  恍轟   県立■原ホ鏡内科   
響に肌する研究   

書肘の効用・行動の視点を踏まえた公的年金の投網及び敵手に閲する実証的研究   
財団法人年金総  

政策科学推遭研究  合研究センター   
財団法人年金総合研究センター   

包括的社会保韓財政予測モデルの■♯とそれを用いた医■・年金・介旗色験敵手の評価研究   
社団法人日本繰 セン 

政策科学椎遭研究  済研究ター   
社団法人日本鞋済研究センター   

覿義形態の多様化に対応する年金制廣に閲する研究   
財団法人年金総  

政策科学推進研究  合研究センター   
財団法人年金総合研究センター   

政策科学椎逢研究   事様な主附こよる世代間相互支援プログラムのれ♯と劫よの機柾   佐々木 伯鋼  助傲捜   千北大攣大学兢経済学研究科   

神戸大草♯市安全研究センターリスクマネージ  
政策科学推進研究   医手品・医療機奮を対tとした社会権済静価ガイドライン繁走のためのエキスパートコンセンサス形成と捷雪に闇すも研究  ヰ江伊三夫  教授  メント大研究分野   

政策科学推進研究   地域性民の力を活用した地域福祉活動の■断と評価   稲澤 乗博   教授   機集札大学大学檎現職学研究科   

政策科学推進研究   生活時間データを用いた子育て支援政策構ヰの研究   嘉即 眞砂   教棲   ■根県立大学総合政策学部  



政策科学推進研究   非典型労働が典型化する時代の社会保膚   古郡 嘲子   教授   中央大学 経済学部   

政策科学椎遺研究   介護予防対策の費用対劾異に着目した鞭済的評価に間する研究一遇疎地域町村における介雄予防対策事業の経済朋・社会的 効果と評価指♯の霹 
考－   助教授   嘉知短欄大学社会科学科   

政策科学推遭研究   後期高計著の身体的・経済朋・精神的支援における家族と公的システムの役割   秋山 弘子   教授   暮京大卒大学牧人支社会系研究科   

政策科学椎遺研究   臣■保険、医療朱印制．医■技術、匿■の＃の研究一医薬品価格規制と研究開発   姉川 知史   教授   暮■t塾大学大学洗練讐t理研究科   

政策科学椎遭研究   皿民官民陰制度不在下における■保検事・纏雷医■の研究   石川 義弘   教授   公立大学法人横浜市立大学 大学院医学研究科   

政策科学椎逢研究   住民●加による良書長よ積祉政事絆価方法の開発と実1正分析   開田 鷹土   教授   東北大学大学扶経済学研究科   

政策科学推進研究   1用と年金の撒帆こ係わる研究（■l且：≠くことへの鷺汝の1いが労■供給と年金受縮の遭択に与える影響に蘭する日独比職 分析）  書木 朋代   書任講師   職責大学経済学部   

政策科学推進研究   リバース・モーゲージの利活用による社会保障甘完システムの研究   中川 雅之   教授   日本大学 鎧済学部   

政策科学椎遭研究   貰甲・低所得有償に対する縦労支援と社会的自立に間する開発研究   丹波 史紀   勤散授   橿■大事行政政策学類   

政策科学椎遭研究   生活保雄の相談援助義務にⅦする評価指標の開発と、指標の義務支援ツールとしての応用に軸する研究   森川 集絵   禰址技術開発圭研究 ■  孤立保t匿★科学暁橿祉サービス部   

政策科学推進研究   生活保雄における自立支援プログラムの檎肘   布川 日佐史  教授   珊立大学法人静岡大学 人文学劇   

政策科学推進研究   ソーシャルインクルージョンの旛アプローチとその効果及び圏内施策への舌用可簾性についての研究   宮本：太∬   救援   北海遭大学大学院公共政策学連携研究部   

政策科学推遭研究   一般／■養病床の機能分化が医■供給及び地域の臣★責に及ばした影響に闇するホ暮研究   岡部 鶴＝   書務理事   財団法人臣■経済研究・社会保険橿址協会医療  
経済研究機れ   

統計什報古庄利用総合研究   ／くれレ鶴董（ヰ断讃董）のデータマネジメント方策及び分析に闇する総合的システムの開発研究   金子 隆一   人口動向研究部長  Ⅷ立社会保障・人口間且研究所企爾部   

統計情報書度利用総合研究   我が帥の傷痍れ遭把機の精度及び国際比較可能性向上に即する研究   松田 書厳   教授   産業医科大学長竿部公衆衛生学教圭   

統計情報書度利用総合研究   愚書講董の統計什≠ホ度利用に蘭する研究   よ谷川 せさ  政策科学部長  国立保ヰ医療科学昧政策科学節   

統計情報書度利用総合研究   我が取の統計における死因及び●病≠追の把機構度の向上並びに圃際比較の可能性向上に間する暮体的研究   山本∴♯三   会轟   社団法人日本■続会   

統計情報書度利用総合研究   統計用嶋を用い良t医療橿祉分野ごとに施薫評価について■体的に応用可能な搾積′くッケージの開発に関する研究   畑 栄一   主よ   匹立保t臣■科学暁研♯企芳郎   

統一†情報高度利用総合研究   圃民のt丘状況に関する統計用tを世帯面から把♯・分析するシステムの検討に間すも研究   横木 美樹   書■教授   大京大学大学院医学系研究科医療繰曹政策学事  
附♯座   

社会保障叫鞭協力推進研究   多圃間協力事義の遺捗t理および絆価手法のあり方にⅦする研究   佐暮 敏彦   助数授   北玉大学監苧劇   

社会保障即農協力推進研究   途上圃における公共保儀匿ホサービスの暮・安全の穐尉こ間する敵責研究   上井 ■夫   教授   ★北大事大草枕医学系研究科   

社会保庫汀線協力推進研究   途上町への適切な社会保膚システム導入と引馴用拍の推遭方兼に闇する研究   森山 幹夫   教授   孤立孤静臣■センター国立書雄大学校   

圃靡医学協力研究   環壌中の弗がん及び発がん抑制事眉の捜索とその作用≠欄の♯明に闇する研究   若林敬＝   刊所t・プロジェクト  
リーダー   ジュクト   

蘭際医学協力研究   HⅣ感染症における免疫応書の♯析とその臨床応用に関する研究   山本 正樹   エイズ研究センター鼻  鳳立霹染症研究所エイズ研究センター   

圃際医学協力研究   主にアジアに暮証するウイルス性肝疾鳥の利鞘に暮する為の日米合作的肝炎ウイルスよ礎研究   三代 壌治   蔀1   ★芝ホ陳 研究部   

圃際医学協力研究   書生虫鷹のホ態■治♯及び予防に問わる糠的分子探索とその間際寄生虫対策への応用的点間Iこ蘭する研究   ：： ＝＝‘   敷津   ★未医科歯科大牛大学眈医歯学総合研究科   

加俸医学協力研究   ウイルス腰染虚の鯵断、疫学および予防に朋する研究   嘉▲ 郁夫   教授   北♯遭大事大学統獣医学研究科  



国府医学協力研究   抗酸菌古巣の即断的対応への十＃を目指した基盤に間する研究   光山 正雄   教授   泉♯大学大学院医学研究科牡生物感染症学   

間鴨医事協力研究   急性呼吸撫感染癒の懸巣メカニズムと疫学、懸巣予防・利鞘に関する研究   ホ木 宏   教摸   新潟大学教▼研究棟医書学系   

取持t鷹危機t理ネットワーク強化研究   国際的な感染虚流行讐の発生動向の監視システムのあり方、非政府欄朋とのネットワークのあり方、皿瞭機陶との連携や什嶋共  敷授   丈鶉大事医学部   
書システムのあり方に鵬す各研究   

加俸t鷹危機t理ネットワーク強化研究   孤静t■危機t理のための慣tネットワークのあり方に関する研究   暮多 悦子   圃静良t手職捷  日本赤十字九州餌暢暮雄大辛■旗学部   

孤欝t鷹危機t理ネットワーク強化研究   生物テロに向けたシミュレーションの♯♯と介入効よの欄側に聞する研究   1・二二1  ＿   感染虚情報センター 轟  印立帯染症研究断感染症情報センター   

圃絆儀■危■管理ネットワーク強化研究   血モうワクチンの≠暮戦略の為の品鷺向上、生蓋性向上に蘭する研筑   大Il邦夫   部長   財団法人化学及血清t法研究所品質t理部   

圃静止鷹危機t理ネットワーク強化研究   皿■的なtよ危書t壬に必暮なスキル獲得のための人材書戚のあり方に聞する研究   森凸 公一   教捜   長崎大学熟鞭医学研究所   

間際t■危機t】璽ネットワーク強化研究   国際NBC防御ネットワークのれ蔓に蘭する研究   書耕 運   教授   日本大学大学暁グロー／くル・ビジネス研究科   

厚生労■打撃特別研究   暮団交適災書における救急医■および精神保t活動のあり方について   加■ ★   研究部轟   財）21世紀ヒューマンケア研究機♯兵庫県こころ  
のケアセンター   

厚生労働科学特別研究   戦略的アウトカム研究賞走に蘭する研究   1川 漕   書■教授   東泉大事先端科学技術研究センター   

保t医療政策分専制こおける主事政簑輝欄の調査・分析愕関する研究   ●根 書史   部長   町立保t医療科学l読公衆衛生政策部   

厚生労t科学特別研究   科学研究t研究計画書のt子中慎におけるセキュリティおよび個人用報保≠に間する研究   山崎 力   特任教傾   ★寛大学大学枕医学系研究科   

厚生労働科学特別研究   C型肝炎の鯵轟ガイドライン策走について   小壌∴敵■   教授   ★京大学監攣棚朋■ホ快硝化場内科   

厚生労t科学特別研究   C型肝炎治ホの中断防止ガイドラインについて   林 紀夫   教授   大阪大学大学鏡医学系研究科消化書内科苧   

厚生労≠科学特別研究   町職分類ファミリー（円C）にかかる加静的書∬及びその改響にかかる圃内の機討のあり方に醐する研究   ■庸 二研司   統長   独立行政法人労t著t鷹福祉織れ横浜労災病続   

厚生労≠科学特別研究   医療機闇lこおける安全t理体制のあり方に聞する力士研究   井部 優子   学長■教授   空路加■雄大学   

厚生労働科学特別研究   多施股共同札床研究：自己サー細胞を用いた肝★再生■法の開発（LRCT＄山dy）   沖田 鍾   教授（特禽）   山口大学医学蘭   

陣生労≠科学特別研究   行政処分を受けた医師に対する再数tモデル事暮に闇すも研究   加■ 則子   研♯企背部轟  圃立保t医■科学院 研鐸企画揮   

厚生労≠科学特別研究   研鯵臣の軌精・研究時附こ閲する研究   相澤 杵治   敵捜   北1大学 医学節   

匿生労≠科攣特別研究   書度放射牡治■施設の書■計画に蘭する研究   森山 紀之   センターよ   孤立がんセンターがん予防・扶持研究センター   

厚生労■科学欄刑研究   新たな公衆衛生の≠流lこ即した他職像t計画及び闇連指針事の策定に資する鋼董・研究   林 騨治   次長   孤立保t層■科学鏡   

年生労七科学特別研究   スギヒラタケの手書成分に蘭する研究   米谷 民■   食品部t   圃立医薬品食品館生研究所 暮晶那   

厚生労働科学特別研究   精神陣書書に対する効果的禰牡サービスのあり方に闇する研究   高橋 清久   掌よ   豊野大学   

陣生労≠科掌特別研究   わが圃における日本編償の環状と日本脳炎ワクチンの必手性の秤価に関する箕島研究   ■穣 一郎   ＃轟   国立感染症研究所 ウイルス第一那   

陣生労t科学特別研究   議書株ウイルスを隈材料とすも不語化ポリオワクチンの1勤性と安全性の評価にWする研究   宮村達男   那1   圃立感染症研究所ウイルス★＝部   

厚生労≠科学特別研究   王期における我が国のオフィス温熱オ墳の特徴に関する漬壬研究   池層【機－   部長   孤立色t臣★科学院■築館生部   

厚生労■科学特別研究   飲料水中のウイルス事に係る危機管理対策に間する研究   圃包暮－   部長   国立保t層■科学枕 水遭工学部  



厚生労≠科学特別研究   脱法ドラッグのれ遣♯飾特性とその依存性および神経暮性集現の朋稟性   船田 正さ   依存性薬物研究主よ  圃立精神・捧持センター精神保t研究所薬物依存  
研究部   

厚生労働科学特別研究   日本脳炎予防練檀の騰穫勧奨中止勧告の予防陣檀膏蔓に及ぼす影tについての研究   大日 ホ史   主任研究官   国立感染症研究所感染症情報センター   

厚生労働科学特別研究   臨床研究書せ制度の今後のあり方に間する研究   丹後 俊郎   技術絆価部・部長  国立保儀層■科学恍 技術評価飾   

陣生労働科学特別研究   暮晶による／くイオテロの危険性に剛する研究   今村 知明   助歎櫻   大京大学医学劇朋¶■院   

匿生労ヽ科学特別研究   ′くイオジェネリックの晶暮・有効性・安全性絆せ法に闇する研究   川西 徹   部長   孤立医薬品食品衛生研究所生物薬品節   

厚生労働科学特別研究   がん機鯵の経済的効よ及び制度の在り方に関する研究   水■ 春期   部長   皿立良書医療科学暁人材書成部   

厚生労tl科学特別研究   孤立ハンセン病♯養断の将来状属と対策の研究   1t ♯治   用畏   孤立■義所大■t松蘭   

厚生労働相事特別研究   自立支援医■の給付のあり方に附する研究   竹■ 正   拝神保t計画部1  国立精神・神経センタ→什神保t研究所精神尿t T「二二   

厚生労働科隼特別研究   石綿はく葺間違書穫に間する研究   森永 雄二   郎畏   独立行政法人i集医学総合研究所作業環墳計測  
研究部   

厚生労働科学特別研究   ■護記録の実態と法的曇儀の在り方に関する研究   石嶋 圭子   教授   書森れ立保t大学tオ科学部■護学科   

厚生労■科学特別研究   AAVベクターを用いた遺行期バーキンソン嘱遺伝子治★の穐床研究   中野 今治   救援   自治医科大学医学部   

厚生労七科学特別研究   処方せんの記載方法に関する医■安全対策の機肘   ★暮 嘉一   痛快轟   社会傑欄中央総合痛快   

肛生労≠科学特別研究   がん診療施敵の機能群優よ肇策定にⅦする研究   坪井兼事   理事t   財団法人日本医♯機能絆価機≠   

厚生労働科学特別研究   生体肝移橿ドナーの安全性とケアの向上のための研究   里見 遭   教授   ★北大学大事暁医学熟研究科先凛外科学分野   

厚生労働科学特別研究   難治性疾本に蘭する■軌な治■法1択事のための憎牡収1体制のれ集に鴨する研究   エ儀翔ニ   主任職捜   日本医科大学1田内科   

厚生労働科学特別研究   食用油の安全性に闇する研究   永田 純一   主よ   独立行政法人皿立t膚・栄養研究所食品機能研  
究部   

厚生労七科学特別研究   女性医療サービスの今後の在り方に間する研究一女性医療サービスの標準化と貴の向上に資する方策の穐討－   、；こ ．：＝   主任教授   ★東女子亀科大字 蓋婦人科   

厚生労■科学特別研究   肝機能陣書の放射欄麿個性に関する研究   戸8 剛太郎  陳最   せんl和■東京ホ扶   

陣生労■科学特別研究   未承認医薬品のt埋・安全性確絶システムに蘭する研究   久保田L 潔   客■助教欄   東京大学医学部兼刑疫掌れ座   

厚生労≠科学特別研究   麻藁の代瞥晶として乱用が懸念される脱法ドラッグに朋する研究   花尻∴可理   壬鼻   国立医藁晶食品館生研究所 生薬部 書3玉   

厚生労働科学特別研究   E型肝炎ウイルスの献血書スクリーニング法の開発研究   池田 久★   所長   北鶉遭赤十字血液センター   

厚生労働科学特別研餞   総揮発性有機化合戦（TVOC）に蘭する研究   田辺 新一   教授   早稲田大事 理工学部土豪学科   

厚生労働科学特別研究   中皮血と■＃性石綿ばく霹に蘭する研究   靡ヰ：■巳   馴統1   独立行政法人労■著t鷹欄祉欄欄順山労災病餞   

ヒトゲノム・再生医■疇研究【ヒトゲノム遺伝子治♯研究】  杭血小板薬の反応性に朋逢する遺伝子の同笈   池田 正夫   教授 医学部轟  土■■払大半医学部   

ヒトゲノム・再生医♯等研究【ヒトゲノム遺伝子儒■研究】  医科学研究用リソースとしてのカニクイザルの基盤書度化に附すも研究   寺t 息治   センター畏   独立行頑腐人臣藁基盤研究所t長嶺医科学研究  
センター   

ヒトゲノム・再生医療讐研究【ヒトゲノム遺伝子治ホ研究】  多施設連携による高計著主事疾患横断的メディカル・バイオリソースバンクおよびデータベース♯築と遺伝子・遺伝子i物■羅的  吉田l輝欄   牡ヰゲノム解析・情■  圃立がんセンター研究所  

ヒトゲノム・再生医■讐研究【ヒトゲノム遺伝子治ホ研究】  間断リウマチ間違遺伝子の同定とその機能解析、相互間連の研究   山本 一手   教授   東京大学大学院医竿系研究科内科筆書攻アレル  
ギーリウマチ学  



ヒトゲノム・再生医療等研究【ヒトゲノム遺伝子治療研究】  肺がん感受性を規定する遺伝子に脱する研究   横田 洋   部長   Ⅷ立がんセンター研究所 生物学節   

－ヒトゲノム・再生匿＃雫研究【ヒトゲノム遺伝子治療研究】  ユピキチンシステムの事≠t性を活用した悩楕経系加■性ホ馳の克服   和田 圭司   痍ホ研究★4部長  濁立精神・神織センター神経研究所痍病研究第4  
部   

ヒトゲノム・再生臣★雫研究lヒトゲノム遺伝子治療研究】  ヒトゲノム研究事業の企爾と絆優に蘭する研究   林 牡治   次長   圃立像t匿＃科学枕   

ヒトゲノム・再生医♯専研究【ヒトゲノム遺伝子治療研究】  AAVベクターを用いた筋ジストロフィーに対すも遺伝子治儀のpr●－GIini¢818tudy一筋ジス犬骨格肪で艶められた免疫応答の  式日l伸一   遺伝子痍慮治よ研究  孤立精神・神経センター神経研究断遺伝子疾患治  
克服  櫛よ   ■研究部   

ヒトゲノム・再生医療讐研究【ヒトゲノム遺伝子治■研究】  t轟＃を用いた撞梗暮モデルの遺伝子治■研究   
吉川 義弘  獣医筆書攻実♯勤鞠   町立大学億人文貴大学大学陳t学生禽科掌研  

竿分野数捜  究科   

ヒトゲノム・再生医療讐研究【ヒトゲノム遺伝子治療研究】  アチノ随伴ウイルス（AAV）を利用した遺伝子冶■法の開発研究   小澤 徹也   教捜   自治医科大事医学部   

ヒトゲノム・再生医療書研究【ヒトゲノム遺伝子治療研究】  遺伝子治療を目指した新規バキュロウイルスベクターの開発   松浦 暮治   緻授   大阪大学微生物ホ研究所分子ウイルス分野   

ヒトゲノム・再生医療等研究【ヒトゲノム遺伝子治＃研究】  t尿■発症遺伝子WF＄1の機能♯明と新規兼膚慮の蘭発   岡 芳知   教授   兼北大事大学院医学系研究科   

ヒトゲノム・再生医療専研究【ヒトゲノム遺伝子治■研究】  プリオンま白及びその間連遺伝子のれ逢・櫨tに暮づく治糠法の開発   片II茂   数捜   轟叫大学大学焼鳥禽薬学総合研究科   

ヒトゲノム・再生匿＃雫研究【ヒトゲノム遺伝子治♯研究】  遺伝子組み換え薬用≠鞠の積憤に与える影tに蘭すも研究   木内 文之   センター長   独立行政法人臣霹靂慮研究所稟用櫨携＃∬研  
究センター   

ヒトゲノム・再生医★零研究【ヒトゲ／ム遺伝子治♯研究】  書折肴痍息の共通のリスクファクター・肥濃を抑えるための新職噸   ∴1i」   教授   泉ホ大学 大攣扶医学研究科   

ヒトゲノム・再生医■零研究【ヒトゲノム遺伝子治★研究】  サル尭全量¢DNAの配列決定とヒト遺伝子との比較♯析および配列情報に基づく¢DNAアレイ作＃と応用に関する研究   積木 ヰ之   馨■研究■   孤立感染虚研究所ホ原体ゲノム♯析研究センター   

ヒトゲノム・再生医療零研究【ヒトゲノム遺伝子治療研究】  カル／くイン10闇養分子を用いた2聖l糖尿痍遺伝子鯵断法と新規治■法の蘭発   欄川 毒力   講師   職1大学医学部附ヰ痛快   

ヒトゲノムー再生医■響研究【ヒトゲノム遺伝子治療研究】  書齢書特発性造血陣書の大規牡ゲノミクス♯析によるホ勒鮮明   Ⅶ野 博行   教授   自治医科大学医学部ゲノム機能研究那   

ヒトゲノム・再生筐■専研究【ヒトゲノム遺伝子渚■研究】  生命科学研究賞■■■としての培■細胞株の収暮・保存■供給システムの量♯に閲する研究   水井 ■廿   都農   独立行政法人 医薬壬塵研究所 生物∫∬研究部   

ヒトゲノム・再生医療讐研曳【ヒトゲノム遺伝子治■研究】  アトピー性ま鳥の痍息感受性遺伝子同誌に間する研究   有浪 忠姓   教授   筑波大事大拳銃人間総合科隼研究科社会環境医  
学書攻遺伝医学分野   

ヒトゲノム・再生医療雫研究【ヒトゲノム遺伝子治東研究】  遺伝性尊≠小脳鷺性虚く16q－ADCAlll）の分子病馳騨明   石川 欽也   講師   東泉医科書科大学 医学部附眞痛快   

ヒトゲノム・再生匿♯書研究【ヒトゲノム遺伝子治東研究】  アルツハイマーホ発症の危険田子であるコレステロール代謝開巻遺伝子の機能♯析   遭川 繍   部長   神立長寿医療センター研究所アルツハイマー病  
研究部   

ヒトゲノム・再生E■事研究【ヒトゲノム遺伝子治■研究】  ゲノム医学を用いたサ粗餐虚ならびに嚢形性関節症疾患遺伝子の同定・機能♯析とその鯵lか治膚への応用   井上 聡   れ師   大泉大事医学部肘t痛快毛年ホ科   

ヒトゲノム・再生医■等研究【ヒトゲノム遺伝子治療研究】  血小板血栓形成を制♯する遺伝子の同定とその成集を用いた予防と治療の個別化   富田 せ行   u．．   町立膏環書鋼センター研究所病因那   

ヒトゲノム・再生医療等研究【ヒトゲノム遺伝子治■研究】  生活習慣欄の■分子、アテイボネクチン受容体のホ態生礫的t義と憎■伝達経路の♯明   山内 義正   書1助教授   千束大学医学部附1病続統合的分子代謝疾患科  
学講座   

ヒトゲノム・再生医■雫研究【ヒトゲノム遺伝子治よ研究】  疾患研壌のための実♯鋤闇研究責凛のよ撫養■に朋する総合的研究  松田 潤一飾  研究リーダー   独立行政法人医業暮1研究所 生物驚∬研究部   

ヒトゲノム・再生医■鬱研究【ヒトゲノム遺伝子治療研究】  慢性疾患としての♯霞痍の痍期こ注月した彿等の解析と、新たな診断t治療法の積素   安8 和墓   蔀■   函丘∬職歴■センター研究肘代紳痍慶研究部   

ヒトゲノム・再生匿■雫研究【ヒトゲノム遺伝子治療研究】  臨床応用のため10ng一郎如ngHVJ一引ヒト璧）の開発   金田 安史   触授   大阪大学医学系研究科   

ヒトゲノム・再生医♯専研究lヒトゲノム遺伝子治★研究】  サル讐を用いたウイルスベクターの安全性・有効性の評価に閲する研究   暮田 敵   所長   鴎立感染症研究所   

ヒトゲノム・再生医■零研究【ヒトゲノム遺伝子治■研究】  次世代アデノウイルスベクターの開発壬盤研究   水口 裕之   プロジェクトリーダー  独立行政法人伝藁墓慮研究所基盤研究部遺伝子 プロジェク   
導入例鯛ト   

ヒトゲノム・再生臣■零研究【ヒトゲノム遺伝子治療研究】  個人用竹の医学・生物学研究利用を支え息法的・●理的・社会的基盤について   事勧木 伸   教授   ★鶉大学専¶れ大学侠実精法学研究科  



ヒトゲノム・再生医療書研究【ヒトゲノム遺伝子治■研究】  共檀移穐の粟】附こ伴う公衆衛生上の腰染虚聞壇に関する指針の実効性の向上に闇する研究   盲■■ よ   書■研究■   圃立霹染技研究所   

ヒトゲノム・再生医療等研究【ヒトゲノム遺伝子治■研究】  タスクフォースによる先鋤医学と社会の講和のための暮盤整傭   小林 英司   教授   自治医科大学分子病態治■研究センター臓馨モ  
換研究部   

ヒトゲノム・再生医療等研究【ヒトゲノム遺伝子治療研究】  ゲノムリテラシー向上のための人材書成と教育ツール間尭に間する研究   橿■ ■光   散授   押立大学法人信州大学医学部社会予防医学繍  
き   

ヒトゲノム・再生医療専研究【ヒトゲノム遺伝子治療研究】  再生医欄欄の先端医療分野におけるインフォームド■コンセント取得と生命倫理に闇する研究   積出 正之   数授   喪前夫学医学節附ヰ痍陳探索医療臨床部   

ヒトゲノム・再生医療等研究【再生医療研究】   成体脳に内在する神経幹細胞の賦活化に蘭する開発的研究   高坂 ポー   所t   町立精神・神経センター神経研究所   

ヒトゲノム・再生医療■研究【再生医療研究】   サ・飲書■間断疾患を楕的としたCNP－gu8nylyl¢y¢l的○一日8y8t●mのトランスレーショナルリサーチ   中t 一和   教授   泉ホ大学大事統医学研究科   

ヒトゲノム・再生医★等研究【再生医■研究】   体外衝事波を用いた急性心筋梗暮に対する非優♯性治■法の開発   下川 宏明   教理   東北大学大学続 医学系研究科   

ヒトゲノムー再生医療専研究【再生医■研究】   心筋絹■再生のための■約的研究   小圭 一成   教授   千葉大学大事枕医学研究院憺環病態医科学   

ヒトゲノム・再生医療等研究【再生医よ研究】   間稟系幹細胞を用いた心筋血書再生轟應の墓ヰ及び■床研餞   北村 惣一飾  稔長   用土瘡環書痛センター   

ヒトゲノム・再生医♯零研究【再生医＃研究】   慢性甘陣書の1虚化防止を目的とした幹細胞移穐による残存T≠能再欄優   大■ 伸一   総1   叩立t舞医療センター   

ヒトゲノム・再生医＃等研究【再生医療研究】   ■鞭血を用いる造血幹細胞移橿技術の書度化と安全性確保に蘭すも研究   加算 機－   教授   ★鶉大学 医学部   

ヒトゲノム・再生医療等研究【再生医よ研究】   同穐道血幹細胞移穐治■の成♯向上を8指した包括的臨床研究   書上 洋一   厚生労欄技官 部長  皿立がんセンター中央痛快・薬物療法節   

ヒトゲノム・再生医ホ専研究【再生匿♯研究】   間稟系幹細胞を利用した造血幹細胞移櫨技術の書度化・安全性向上にⅦする研究   小澤∴敏也   教摸   自治医科大事医学部   

ヒトゲノム・再生医療讐研究【再生医療研究】   移穐医療の社会的基盤書儀に聞する研究   ■峰 ♯次   教穫   杏林大学 救急医学   

ヒトゲノム・再生医膚儀嘲甥【再生医★研究】   再生医療の実用化の安全性・効率性に関する暮盤技術の豪儀   上田 実   教授   名古慶大攣大手株医学系研究科   

ヒトゲノム・再生医療讐研究【再生医■研究】   組★エ学的手法を用いた気道再生の墓ヰ的・臨床的研究   大森 事－   教授   橿▲■立医科大竿医学部耳■咽疇科学鱗座   

ヒトゲノム・再生医療讐研究【再生医ホ研究】   暮景類ES細胞の晶■t理と同橿移穐の安全性確保に間する研究   寺t 憲治   センターよ   独立行政法人臣藁墓♯研究所暮長積医科学研究  
センター   

ヒトゲノム・再生医療雫研究【再生医療研究】   鼻▲移橿実施のための膵■晶ft理と陣▲／くンク■築の研究   剣持 敬   臨床研究センター畏  独立行政法人国立病院機♯千葉兼ホ峡臨床研究 セン 
ター   

ヒトゲノム・再生医療事研究【再生医療研究】   移橿医療に闇する圃胃比較分析に催する研究   白雷良太   教授   大阪大学大学統臣筆系研究科   

ヒトゲノム・再生医■讐研究【再生医療研究】   アレムツズマフを用いたHLAニ座以上不一致血牡ドナーからの同種造血幹細胞移穐♯法の開封こ聞する研究   神田∴■岬   書庫   東泉大竿医学部附▲ホ枕血液・吐■内科   

ヒトゲノム・再生匿■讐研究【再生医療研究】   培♯粘麟上皮幹細胞シート移橿術の開発lこ聞する研究   木下 茂   教授   泉ホ府立医科大筆硯文機能再生外科学   

ヒトゲノム・再生医♯専研究t再生医■研究】   サイトカインによる増疇培暮ホ＃血による■縛血移橿の臨床辞職   中畑 柵緩   書■研究■   財団法人先埠医膚欄■財団血液再生研究グ  ループ   

ヒトゲノム・再生医療等研究【再生医■研究】   細胞組■軌用医薬品の晶十・安全性零の評価に蘭する墓■技術開発研究   山口 照美   遺伝子細胞蚤藁那1  皿立匡黒点書晶衛生研究所 遺伝子細胞医薬那   

ヒトゲノム・再生医ホ零研究【再生臣■研究】   感染リスクの排除、同一性の確保、免疫反応、がん化零の抑制及び培地専による事書作用の防止に蘭する研究   土星 利江   ■晶飾凛   闇立医薬品食品衛生研究所 ♯晶部   

ヒトゲノム・再生匡＃讐研究【再生医療研究】   皮膚細胞を細胞■とする新規サ・歓甘藍生法の開発と■床応用   中村 耕三   教授・■I院長   真東大学大学医学部附1病枕・整形外科   

ヒトゲノム・再生鑑鷹等嘲究【再生医療研究】   月経血・末梢血およぴ■鞭血由来の仰義系幹細胞の檀供システムのすみやかな確立と成書疾患への適応   欄欄l明弘   部長   那立庇書医■センター研究所 生殖医療研究部   

ヒトゲノム・再生医■零研究【再生医療研究】   シアロムテンPCJPlによる脈t内皮幹細胞の分tとその培暮系を用いた血書／リン／で書の再生臣膚の基盤技術の確立  宮島l薫   所よ、教授   東京大竿分子細胞生物学研究所  



ヒトゲノム・再生臣♯事研究l再生医女研究】   組■幹細胞＃清他による心血t再生膚應の開発   佐田】敵性   】引寸≠き教■く書■ 助教捜）  東京大事 医学部附■痛快   

ヒトゲノム・再生医療事研究【再生医徽研究】   1度熱傷、皮膚潰瘍専に対すも新規起れ細事孔書ホ洪を活用した培養皮膚再生機儒の開発   M賠M川副㍉Jamo ●R．  学術研究■（特任教 授）  北海正大学・創成科学共同研究機欄   
ヒトゲノム・再生臣■雫研究【再生医よ研究】   E＄抽脆からのサー■細胞誘導法の開発   西中村 隆一  敵捜   熊本大学発生医学研究センター   

ヒトゲノム・再生医療讐研究【再生臣ホ研究】   蘭暮系幹細胞に由来するヒト肝細胞の移♯に鴨すも基盤開発研究   蒲谷 事広   圭轟   国立がんセンター研究所・がん転♯研究室   

ヒトゲノム・再生臣療讐研究【再生医療研究】   r書≠、末欄血事を利用した効率的な造血細胞移櫨の運用・董♯と乱射朝川珊の積立並びにドナー及びレシピエントの安全確  小寺 良尚   部1サ蝿移穐セン  名古塵集一赤十字ホ続■血郡、甘嘲移橿センター  保とQOし向上にWする研究J  ター■   

ヒトゲノム・再生医■事研究【再生医■研究】   片畿移穐の社会墓膿蓋♯に関する一脳死書揚檀供を承諾した書換の心情と｛離職欄⊃一子イネ一夕一によるドナー書換ケアに  小中 節子   ヰ■、コ一子イネー   
Ⅶすも軽年的■暮研究  タ一群曇   社団法人日本■響移■ネットワーク  

疾患間違たんばく貫♯析研究   痍息蘭ヰたんばく貫解析研究   山西弘一   研究所t   独立行政法人臣藁暮盤研究所   

萌芽的先端医糠技術推進研究【ナノメディシン分野】   ♯的ペプチド付加型感温性ナノミセル及び罵れ汲焦点隋軌こよるれ断ODSの蘭乗   石筍上華人   部畏   孤立加鴨医療センター 艶治性疾患研究部   

萌芽的先増臣★技術推遭研究【ナノメディシン分野】   廿相打子・カテーテルとその■作技術の蘭集   堰添 忠生   総量   叫立がんセンター   

璃瓢的先叫医★技術推鷹研究【ナノメディシン分野】   テーラーメイド匿■用全自動DNAチップ鯵断機♯の朋発   耳Ⅶ 惰弘   技監   株式会社★芝 研究職弗センター事義蘭幾重   

萌芽的先増医療技術椎遭研究【ナノメディシン分野】   ピンポイントデリ′くリー用′くイオナノキャリアの開発とがん遺伝子治■への応用   近暮 昭壬   教授   神戸大学工掌飾   

萌芽的先端医♯技術推進研究fナノメディシン分野】   ナノテクノロジーによる機能的・♯通的生体代讐デバイスの朋集   杉町 緋   膏覆動態機能部節 よ  孤立障環場ホセンター研究所瘡オ動態機能郁   

萌芽的先端医療技術椎遭研究【ナノメディシン分野】   暮度の起立性低血圧によるヰたきりを防止する／くイオニック血圧制御羞tの暮★技術の蘭集及びその犠床応用   谷俊一   散捜   書知大学 医学部   

萌芽的先端医療技術椎遭研究【ナノメディシン分野】   ミスマッチ壇墓対縮合リガンド画定化SNP横出デバイスに関する研究   中谷和さ   教授   大阪大学童暮科学研究所   

萌芽的先積医■技術推進研究【ナノメディシン分野】   1分子PCRデ／くイスの開発   野地≠行   教授   大阪大学き集科学研究所   

精算的先端医★技術推進研究【ナノメディシン分野】   ナルベルイメージングによる分子の機能およぴ書道♯斬   盛 美三   部長   国立肝環書ホセンター研究所心■生理部   

萌芽的先端医療技術椎遭研究【ナノメディシン分野】   半ヰ体などナノ粒子によるDDS   山車tニ   別所長   取立潤静医療センター研究所   

萌芽的先叫医療技術椎遭研究【ナノメディシン分野】   細胞総合性配列を用いた弗吸収性ペプチド＃刑の設計   矢野 明   主任研究■   財団法人岩手生物工学研究センター安全性評価  
研究部   

萌芽的先端医■技術推進研究【ナノメディシン分野】   様酸をコアとするナノ書粒子による井鞠■免疫治療システムの開発   西川 元也   助教捜   泉♯大学大学枕薬学研究科   

萌芽的先鋤匿■技術推遭研究【ナノメディシン分野】   ドライ比色應による♯t血液分析在宅診断チップ   服地雄藩   フェロ・－   独立行政法人物篇・材料研究機構   

萌芽的先積医★技術椎遭研究【ナノメディシン分野】   ナノメディシンの実用化よ盤データベース開発及び評価に間す各研究   よ谷川 音量  理事1   財団法人医ホ櫨馨センター   

萌芽的先犠匿■技術椎遭研究【ナノメディシン分野】   生体内超書波ナノ・イメージング法の闘乗   西欄；芳文   助教捜   真北大学加齢慶事研究所   

萌芽的先叫医療技術推進研究【ナノメディシン分野】   免疫ま鴨診断用プロテイン・チップの開発   伊■ 暮清   主任研究■   独立行政法人理化学研究所・伊■ナ／医工学研究  
圭   

萌芽的先端医療技術雛壇研究【ナノメディシン分野】   シュガーチップを用いた檎暮・診断技術の間集   嘱由仁ホ生   教授   圃立大攣腐人虎児■大学 大学暁理工学研究科   

萌芽的先増医療技術椎遭研究【ナノメディシン分野】   超青濃を利用した8嗣NA内包バブルリポソームのがん鴨断ホ法の臨床拭♯欄入   松村 焦広   部丘   孤立がんセンター兼ホ続臨床開発センターがん  
姶■開発部   

萌芽的先増医療技術推進研究【ナノメディシン分野】   ≠粘■M租胞を標的としたドラッグデリバリー・システムの開発   千葉 勉   教授   療♯大学大学昧医学研究科   

萌芽的先増医療技術推進研究【ナノメディシン分野】   メラノーマ♯的ナノ微粒子（NPrCAP／Mし）によるメラノーマ1熱免疫♯法の開発   神保 事－   緻授   札疇医科大学 医学部  



萌芽的先端医♯技術推進研究【ナノメディシン分野】   マイクロロボテイクスを応用したナノテク心筋の蘭彙   白石 藁之   助手   暮北大掌加l静医学研究断   

萌芽的先増医★技術椎遭研究【ナノメディシン分野】   がん新生血tを職印としたAllinonoデ／くイスによる手折的oiRNAデリ′叫－システムとがん治療法の開発   石田t弘   助教授   橡▲大学 大学餞ヘルスバイオサイエンス研究部   

萌芽的先端医療技術椎遭研究【ナノメディシン分野】   ナノホ櫨・書榊合札を用いた遺伝子送遽システムの開発   木村 州   助手   東京医科せ科大学 生体材料工学研究所   

萌芽的先増医療技術推進研究【ナノメディシン分野】   れ小流臨を償えた柔軟神経t棲の開発   肋木蝶文   特任れ師   東京大事大学院情報理工学系研究科システム什  
報筆書攻   

萌芽的先坤医療技術推進研究【ナノメディシン分野】   がんの超早期鯵断・姶■のための書感度分子イメージングブローフの蘭発   佐治 美郎   教授   真心大学 藁学研究科   

萌芽的先鶴医療技術椎遭研究【ナノメディシン分野】   ラベル化造影剤を用いた超曹濾によるがんの超早期鯵断システムの研究開発   大川 清   教授   暮京慈貴会医科大学 医学部   

萌芽的先叫匿女技術推遭研究【ナノメディシン分野】   がん特1的増殖機能を事するウイルス＃刑と書感度GFP蛍光♯出藍置を用いた体外超早期がん鯵断および体内■小リン／叩   轟原 像暮   
肋微眉   岡山大学医学部・歯学部附眞ホ院遺伝子・細胞  

治療センター   

輌井的先端医★技術推進研究【ナノメディシン分野】   MR止機医事手法の正確な暮ね合わせ技術に墓づく轟の新しい分子イメージング診断法   飯田 秀博   都農   圃立膏オ書痍センター研究所先進医工学セン  
タ一触射≠医学部   

輌芽的先埠医■技術推進研究【ナノメディシン分野】   新規γ・β繊繊穐によるがん診断・治■の開発研究   腋休鷹久   分子イメージング飾 円・教摸  楕井大学高エネルギー医事研究センター   

萌芽的先積層■技術推進研究【ナノメディシン分野】   がんの超早期診断・治療システムに朋する研究   今野 弘之   教授   浜松医科大学 医学部   

萌芽的先端医療技術推進研究【トキシコケノミクス分野】  ES細胞由来沖綾細胞を用いた藁刑の神繚暮性評価システムの開発と榊鞋暮性闇運遺伝子・タン／くク貫チーターペースれ築  金村 米博   圭■   独立行政法人孤立痛快機れ大阪臣ホセンター   

萌芽的先増医療技術推進研究【トキシコケノミクス分野】  薬物の暮性発現を決める薫物動態・勒よ制蜘分子の推定と霊性国凛を指向したスクリーニング系の開発   杉山 ヰー   教授   東京大学大学暁 薬学系研究科   

幾許折線埠医療技術推遺研究トキシコケノミクス分野】  ヒト末欄血中リンパ球を用いたトキシコゲノミクス暮盤研究   集村 昭夫   教授   自治医科大竿 臨床薬理学   

萌芽的先端医★技術権道研究【トキシコケノミクス分野】  非優壌試料を用いた新規書感度安全性予測系の開発   奥田 楕宏   部長   孤立色手品t晶衛生研究所 手機化学部   

萌芽的先増医療技術推進研究【トキシコゲノミクス分野】  ストレス遺伝子チップを用いた医薬品の■l作用機欄価欄明と、劃作用のない新規医薬品開発職時の確立   水■ ■   教授   熊本大学大学院医学薬学研究部   

萌芽的先端匿ホ技術椎遭研究【トキシコケノミクス分野】  トキシコゲノミクス手法を用いた医薬品安全性評価予測システムの★築とその墓1に僻する研究   漆省 ≠帆   プロジェクトリーダー  独立行政法人臣藁墓鼠研究所壬集約研究聞第  
－プロジェクト   

補芽的先端匿★技術椎遭研究トキシコゲノミクス分野】  ヒト肝3次元培養系、マウス・ヒト肝細胞甘食系による新規医＃晶暮性評価系に間する暮盤研究   小澤 正書   王長   孤立医藁晶食品館生研究所 薬理部   

萌芽的先端医療技術推進研究【トキシコゲノミクス分野】  薬物代計に朋与する発現タンパク蒙のせ暮感度娩出と解析   甲斐 雅亮   教憬   丘■大学・大学彿医せ薬学総合研究科   

萌芽的先鶴筐よ技術椎遭研究【トキシコケノミクス分野】  肝ステム細胞を用いた暮性乗覆の輝価解析方法の確立   三書 饅広   医学部 教横   札幌医科大事 医学部肘Aがん研究所   

萌芽的先噌医■技術椎遭研究【トキシコゲノミクス分野】  遺伝子発現のホi的霹析によるワクチンの新しい安全性静優に闇する研究   山口 一成   血液・安全性研究部 長  Ⅷ立感染症研究所・血液・安全性研究部   

萌芽的先壌臣■技術推遭研究【トキシコゲノミクス分野】  トキシコケノミクスのための遺伝子ネットワーク解析法の朋発   奥野 恭史   助手   木曽l大学藁学研究科   

萌芽的先端医よ技術椎遭研究【トキシコケノミクス分野】  遺伝子治療藁の生体内投与後の暮性発現機れ♯析にⅦすも研究   水口 袴之   プロジェクトリーダー  独立行政雇人医弗暮暮研究所暮暮研究部遺伝子 餉プロジ 
導入朝ェクト   

萌芽的先端蚤★技術推遭研究【トキシコゲノミクス分野】  転写因子E2Fによる轟レギュローム解析から抗がん刑の安全性予測へ向けた研究開発   吉田It－   ■任■師   明治大学 ■学部   

萌芽的先犠臣允技術推遭研究ファーマコザノミクス分野】  遺伝子多型檎儒による1血圧傭》‖ヒ診療の確立にⅦする研究   河野 鰻平   ★一癖棟部長  孤立循環書痍センター高血圧甘離内科   

萌芽的先積医ホ技術推進研究【ファーマコケノミクス分野】  孔轟患著における抗体療法の効果・刊作用規定因子の探集   書冊 ★弘   通院治療センター医 口  圃立がんセンター中央痛快 第一領域外兼部   

輌牙的先端医ホ技術推進研究ファーマコゲノミクス分野】  インスリン分泌促遭型経口糟陳腐薬の賽物応答関連遺伝子の事璧探索及びそのテーラーメイド投薬への応用   f鼻幕劇   圭長   圃立臣藁晶書晶衛生研究所   

萌芽的先端医赤枝術推進研究【ファーマコケノミクス分野】  オーダーメイド藁物＃法のための羊新的なべッドサイド遺伝子鯵新法の開発と応用   松原 洋一   教授   東北大学大学統監竿系研究科  




